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本
　
会
　
記
　
窮

　
本
会
評
議
員
京
蔀
大
学
文
学
部
教
授
文
学
博
士
那

波
利
貞
先
生
は
、
去
る
八
月
一
日
付
を
以
て
停
年
退

官
さ
れ
た
。
大
正
四
年
京
都
大
掌
文
科
大
学
を
卒
業

後
、
第
三
高
等
学
校
を
経
て
、
昭
和
四
年
京
都
帯
国

大
掌
文
掌
部
助
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
昭
和
十
三
年
教

授
と
な
り
、
二
十
五
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
東
洋
史

学
を
講
ぜ
ら
れ
、
多
数
の
学
徒
を
育
成
せ
ら
れ
た
。

こ
の
間
、
研
究
の
面
に
も
そ
の
深
纏
を
究
め
ら
れ
る

と
と
も
に
、
と
く
に
敦
燵
交
書
に
よ
る
唐
鞍
史
研
究

は
、
先
生
の
独
断
場
と
も
い
5
べ
く
、
掌
界
の
進
展

に
寄
与
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
も
ま
た
多
大
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
た
び
先
生
の
退
官
せ
ら
れ
る
こ
と
は
、
蜜
こ

と
に
わ
れ
わ
れ
後
学
の
痛
惜
措
く
能
わ
ざ
る
も
の
が

あ
る
が
、
幸
い
に
退
官
後
も
京
都
に
止
ま
ら
れ
る
由

で
あ
る
。
今
後
と
も
わ
れ
わ
れ
後
学
の
御
指
導
と
、

本
会
へ
の
御
援
助
を
切
望
し
て
止
ま
ぬ
次
第
で
あ

る
、
．
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京
大
国
史
関
係

読
吏
会
見
学
旅
行
　
六
月
目
七
日
目
土
）
一
六
月
二

　
　
　
　
　
　
　
八
日
（
日
）

　
恒
例
の
春
季
旅
行
が
、
い
ろ
い
ろ
の
都
合
で
叢
れ

　
て
い
た
が
、
小
葉
整
数
授
以
下
三
三
名
、
高
野
地

　
方
に
向
つ
た
。
第
一
日
は
、
天
王
寺
、
紀
揮
申
ノ

　
島
を
経
由
し
て
粉
河
毒
に
到
り
、
粉
河
寺
縁
起
や

　
粉
河
寺
難
解
脳
を
見
学
、
夕
刻
高
野
山
に
登
り
蓮
華

　
定
院
に
宿
を
と
っ
た
。
第
二
日
は
、
先
輩
長
亀
重

　
氏
の
御
案
内
を
え
て
、
奥
意
、
四
辺
剛
三
女
院
、
不

　
動
堂
、
本
堂
、
高
野
山
大
学
図
書
館
、
霊
宝
館
光

　
明
院
等
を
見
学
し
、
午
后
四
時
高
野
山
発
、
午
后

　
九
時
京
都
に
帰
着
解
散
し
た
。

読
史
会
例
会
　
七
月
一
一
日
目
土
）

　
石
田
善
人
「
時
宗
教
団
に
つ
い
て
」

　
竹
田
聴
洲
「
日
本
常
並
の
家
と
仏
教
と
の
関

　
　
　
　
　
　
　
係
」

京
大
東
洋
史
関
係

由果

m
史
談
話
ム
竃
　
例
会
　
　
山
置
月
十
一
日
（
木
）
午
后

　
一
時
よ
り
、
人
文
科
学
研
究
所
書
庫
を
見
学
。
終

　
了
後
人
文
科
学
研
一
㌦
究
所
の
諸
先
生
と
懇
談
会
を
持

　
つ
た
．
．
参
会
者
十
七
名
．
．

一
例
　
ム
筑
　
七
月
山
ハ
日
（
口
じ

岩
村
　
忍
「
元
朝
に
お
け
る
属
目
法
主
義
」

大
嘗
コ
院
欄
慾
親
ム
筑
、
例
ム
瓜
　
山
ハ
月
十
三
日
（
土
）

　
蔓
・
学
璋
文
「
劉
謹
に
つ
い
て
」

例
　
会
　
七
月
十
一
日
（
土
）

　
西
村
元
祐
「
後
漢
帝
国
の
性
格
」

人
文
科
学
研
究
所
人
文
科
学
講
座
　
於
人
文
科
学
研

　
究
所
分
館

　
八
月
一
日
（
土
）

　
清
水
盛
光
「
親
の
権
威
」

　
太
田
武
男
「
裁
判
離
婚
の
現
段
階
」

　
入
月
一
一
日
（
日
）

　
日
比
野
丈
夫
「
幕
末
臼
本
人
の
申
国
富
」
、

　
岩
村
　
　
忍
「
西
洋
に
お
け
る
中
国
観
の
変

　
　
　
　
　
　
　
遽
」

　
八
月
三
日
（
月
）

　
樋
口
謹
　
一
「
ア
メ
リ
カ
初
期
に
お
け
る
人
権

　
　
　
　
　
　
　
と
人
種
問
題
」

　
田
中
　
　
裕
「
近
代
へ
の
転
換
期
に
お
け
る
農

　
　
　
　
　
　
　
民
像
」

　
八
月
四
日
（
火
）

　
牧
田
諦
亮
「
北
京
の
策
彦
和
尚
」

　
入
矢
義
高
「
款
中
国
に
お
け
る
古
典
文
掌
の
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再
評
価
」

入
月
五
日
（
水
）

後
　
藤
　
　
靖
「
明
治
恩
想
史
の
特
質
」

河
野
健
ご
「
市
畏
革
命
の
思
想
」

京
大
西
洋
史
関
係

　
夏
期
休
暇
中
の
こ
と
と
て
別
に
特
記
す
べ
き
こ
と

も
な
い
が
、
昨
年
よ
り
継
続
中
の
当
研
究
錐
の
綜
合

研
究
「
傭
兵
制
度
の
歴
史
的
研
究
し
に
つ
い
て
は
次

の
諸
氏
に
よ
り
発
衰
が
行
わ
れ
、
そ
の
都
度
活
濃
な

対
論
が
も
た
れ
た
σ

　
山
本
幹
雄
「
ア
メ
リ
カ
革
命
と
ド
イ
ツ
直
傭

　
　
　
　
　
　
　
兵
」

　
永
弁
三
明
「
ブ
イ
レ
ソ
ツ
ェ
傭
兵
と
マ
キ
ア

　
　
　
　
　
　
　
ヅ
ェ
ル
リ
」

京
大
地
理
学
関
係

遣
郊
出
村
調
査
　
交
部
省
科
学
研
究
費
に
よ
る
、
藤

　
岡
教
授
の
近
郊
山
村
研
究
の
第
一
次
調
査
は
、
洛

　
北
花
背
及
び
久
多
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
、
西
村

　
助
教
授
他
数
名
の
協
力
の
下
に
、
七
月
一
一
十
二
～

　
二
十
五
日
、
八
月
二
日
、
九
月
十
日
の
三
回
に
亘

　
つ
て
符
わ
れ
た
。

入
文
地
理
学
会
第
一
回
例
会
　
七
月
四
日
　
京
大
附

属
図
霞
館
講
演
室

末
尾
至
行
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
地
理
」

村
松
繁
樹
「
万
葉
地
理
」

京
大
考
古
学
闘
係

京
都
府
竹
野
，
群
綱
野
町
大
字
小
浜
、
岡
古
墳
発
掘
。

　
離
湖
の
排
水
溝
…
の
改
修
工
事
中
に
昨
秋
砂
丘
よ
り

　
横
穴
式
石
室
を
発
見
す
。
京
都
府
の
依
嘱
に
よ
り

　
六
月
十
六
日
よ
り
二
十
三
日
ま
で
発
掘
調
査
。
本

　
教
窒
よ
り
樋
口
隆
康
・
林
巳
奈
夫
の
両
名
が
参

　
加
。

田
…
…
…
編
集
後
記
諺

　
何
は
さ
て
お
き
、
風
水
害
に
あ
わ
れ
た
会
員
の
皆

様
に
、
心
か
ら
御
見
舞
申
し
上
げ
ま
す
。

　
先
達
て
、
中
国
の
潅
河
の
治
水
ダ
ム
建
設
工
事
の

映
画
を
見
象
し
た
が
、
数
千
年
に
わ
た
っ
て
中
国
の

民
衆
を
く
る
し
め
た
過
去
の
潅
河
を
想
5
と
き
、
結

集
さ
れ
た
人
聞
の
力
の
偉
大
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
そ

し
て
荒
廃
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
祖
国
の
現
状
を
思
5

と
き
、
じ
っ
と
し
て
お
れ
ぬ
気
持
に
な
り
ま
す
。
臼

本
人
の
ヵ
は
、
祖
国
を
荒
廃
か
ら
救
う
こ
と
は
で
き

な
い
の
か
。
い
や
で
き
る
。
団
結
す
れ
ば
で
き
な
い

一
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八

こ
と
は
な
い
と
考
え
ま
す
。
歴
実
は
、
や
は
り
こ
弓
、

い
っ
た
各
民
族
の
た
た
か
い
の
あ
と
を
示
し
て
く
れ

ま
す
。

　
そ
れ
に
し
て
も
「
史
林
」
は
、
そ
の
よ
う
な
皆
様

の
た
た
か
い
を
、
し
っ
か
り
と
支
え
て
い
る
で
し
ょ

う
か
。
皆
様
の
生
活
・
要
求
に
ぴ
っ
た
り
と
結
合
し

て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
　
「
史
林
」
は
、
い
ま
隔
月
刊

の
諜
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
と
も
に
、
内

容
を
よ
く
し
て
ゆ
く
こ
と
に
最
大
の
努
力
を
つ
づ
け

て
行
き
度
い
と
思
い
ま
す
。
き
っ
と
不
満
が
多
い
こ

と
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
ど
し
ど
し
私
達
編
集
委

員
に
御
聞
か
せ
下
さ
い
。
そ
れ
に
よ
っ
て
こ
そ
、

「
曳
林
」
は
、
会
員
・
歴
史
家
網
互
の
間
を
結
ム
ロ

し
、
何
物
に
も
膝
を
閉
し
な
い
、
小
盲
な
も
の
と
し

て
、
皆
様
の
要
求
に
応
え
る
こ
と
の
で
き
る
も
の

に
、
自
己
変
箪
を
と
げ
て
ゆ
け
る
と
思
い
ま
す
。

　
い
ま
祖
国
が
、
戦
争
と
い
う
未
曾
有
の
危
…
械
に
直

面
し
て
い
る
こ
と
は
改
め
て
い
う
ま
で
も
な
い
と
思

い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
危
機
を
担
》
つ
こ
と
の
で
き
る

歴
史
学
と
は
、
一
体
ど
ん
な
も
の
か
、
じ
っ
く
り
考

え
な
お
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

5
か
。
そ
れ
を
抜
き
に
し
て
、
自
己
変
革
は
あ
り
え

な
い
と
思
い
ま
す
。
ど
・
う
で
し
よ
う
か
。
　
（
池
田
）

（3e6）


